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掲載内容  

新製品情報 

新型 Z フォーカスモジュールがリリースされます 

LED 励起光源ユニット「CoolLED」に新たな波長が追加されました 

 

技術情報 

 CoolLED ユニットの LAM モジュールの組み合わせについて 

 

Journal のご紹介 

画像データを各ピクセルごとに数値化して Excel に出力し、Excel 上で行列変換等を行った後、再び

MetaMorph 上で画像として再構築する Journal について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 

新製品情報 

新型 Z フォーカスモジュールがリリースされます 

この度、弊社よりオリジナル Z フォーカスモジュールをリリースすることになりました 

本製品の特徴として 

 

・Meta Imaging Series ソフトウェア対応 

・小型コンパクト設計 

・コントローラー側に独立して Home ポジション、上限、下限ポイントを設定することが可能 

・繰り返し精度が高い 

・動作速度を MetaMorph Administrator で設定することが可能 

・顕微鏡の左右どちらのハンドルにも装着可能 

・従来の Ludl 社製 Z フォーカスモジュールに比べ安価 

 

などが挙げられます。 

手元のコントローラーに Home ポジションなどが設定できるため、マニュアル顕微鏡でのレンズレボルバ

切り替え時などに、ワンボタンで退避ポジションに移動、復帰できます。 

マニュアル顕微鏡に Z フォーカスだけ電動化にされたいユーザーには 適なシステムです 

本体価格は 450,000 円(税抜)となります。 

MetaMorph でドライブする際には別途ドライバが必要となります 

 

LED 励起光源ユニット「CoolLED」に新たな波長が追加されました 

ご好評をいただいております LED 励起光源ユニット「CoolLED」に新たな波長が追加されました。 

この度追加された LAM は 365nm,380nm,425nm,550nm,700nm,770nm になります。 

それぞれの波長特性は以下のグラフをご覧ください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

CoolLED LAM spectral data
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技術情報 
CoolLED ユニットの LAM モジュールの組み合わせについて 
LAM のラインアップが増えてきた CoolLED ですが、どの波長の組み合わせが可能かが簡単にわかる表を

作成いたしました。 

ご提案の際にご利用ください。 

基 本 、 波 長 の 組 み 合 わ せ は コ リ メ ー タ ー 内 部 の ダ イ ク ロ ッ ク ミ ラ ー に よ り 変 化 い た し ま す 。 

 

 

 

 

 

 

大きい画像の表をご希望の方は当社までお問い合わせください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

Journal のご紹介 

画像データを各ピクセルごとに数値化して Excel に出力し、Excel 上で行列変換等を行った後、再び

MetaMorph 上で画像として再構築する Journal について 
 
今回の Journal は MetaMoph に新たに実装された追加オプション、Application Link 機能を使い、

MetaMorph 上の画像のそれぞれのピクセル輝度データを Excel に出力後、Excel および Excel を外部か

ら制御できるソフトウェアにてそれぞれの輝度データの行列変換を行った後、再度、MetaMorph 上で画像

として再構築する Journal です。 
 
この Journal を使用することにより、MetaMorph に実装されていないフィルタ処理、もしくは自作アルゴリズ

ムによる画像処理を Excel 経由の他ソフトウェアで行うことが可能です。 
 

 

 

 

Journal を実行すると Excel 上に画像と

同じ位置関係でそれぞれのピクセルの輝

度値が出力されます 

たとえば、出力された輝度データをこの

ように一部、0(暗)と変更してみます 

修正された Excel データを Journal にて

再度画像構築を行うと、先ほど Excel で

修正を行った値に従った画像として表示

されます。 

Excel では様々な数値変換を一括で行う

ことができるため、この Journalと Excel

のマクロと併用することで幅広い画像処

理を行うことが可能です 

以上 


